
可
腕
小
説
密
十
七

に
無
面
目
侠
問
、
腹
を
切
可
申
体
に
候
と
一
宮
ふ
。
八
右
衛
門
愈
念

τ、

士
が
一
度
腹
を
可
切
と
云
て
、
き
ら
4
1
に
居
は
せ
ら
れ
ぬ
事
也
。
念

ぎ
錫
切
よ
と
云
。
此
上
は
力
不
及
選
出
す
。
新
八
女
の
問
に
て
聞
之
。

勘
八
殿
芳
志
不
潔
候
。
さ
ら
ば
腹
を
切
可
申
と
て
、
下
部
一
一
陶
人
に
鋤

鍬
鏡
持
、
勘
八
周
遊
し
、
祇
園
の
漣
に
穴
を
震
掘
腹
切
り
ぬ
。
則
勘
八

介
錯
し
担

τ蹄
ぬ
。
八
右
衛
門
間
て
、
異
見
に
曾
た
る
を
賓
と
心
得
、

近
頃
う
つ
け
た
る
仕
形
と
て
勘
八
を
勘
嘗
す
。
然
共
一
子
故
共
後
和

睦
す
。
秀
次
滅
後
に
八
右
衛
門
は
瑞
龍
公
被
召
出
、
四
千
石
を
領
し

富
山
花
奉
仕
す
。
扱
紳
遇
川
に
舟
梁
出
来
、
誰
に
て
も
此
梁
馬
上
に

て
通
す
べ
か
ら
宇
と
法
度
出
て
、
橋
際
に
小
島
九
右
衛
門
と
云
ふ
足

額
頭
昏
所
在
構
へ
て
居
る
。
或
時
山
岡
勘
八
馬
上
に
て
橋
牟
ま
で
渡

来
る
。
九
右
衛
門
伎
を
以

τ、
綾
に
て
被
渡
候
哉
、
馬
上
に
て
は
御
停

止
に
て
候
。
御
存
知
な
く
相
見
え
候
。
下
馬
4

ん
に
候
と
一
訳
。
勘
八
開
之
、

夢
々
不
存
近
頃
毅
迷
惑
候
。
但
是
迄
乗
来
り
、
御
使
を
請
け
下
馬
は
成

間
数
と
て
乗
打
す
。
九
右
衛
門
、
あ
れ
御
法
を
背
く
上
は
取
込
て
打

殺
せ
と
て
打
込
む
。
勘
八
も
随
分
働
き
足
騒
一
人
切
伏
せ
、
二
三
入
手

負
せ
営
座
に
打
死
す
。
此
以
後
八
右
衛
門
此
橋
を
通
る
時
は
必
不
及

下
馬
、
番
所
の
前
に
て
輪
乗
し
て
過
ぐ
。
番
人
と
が
め
ん
と
す
れ
ど

覚
え
た
る
か
と
て
首
を
打
落
す
。
共
血
家
庭
公
の
御
衣
に
倫
明
て
共
健

御
起
被
成
、
側
に
越
前
黄
門
秀
康
被
成
御
座
候
慮
、
秀
康
へ
御
向
ひ
、

せ
が
れ
め
成
敗
あ
れ
と
て
奥
へ
入
給
ふ
。
左
馬
助
は
父
の
仇
打
と
い

な
や
、
縁
へ
問
で
腹
切
た
り
。
然
ど
も
秀
康
脇
刺
御
取
被
成
、
御
隠

密
に
て
療
治
被
命
け
れ
ば
無
程
本
復
す
。
後
知
行
一
高
五
千
石
被
下

候
。
共
後
秀
康
逝
去
の
時
殉
死
し
ぬ
。
家
康
公
此
左
馬
助
と
い
ふ
者

は
何
者
ぞ
と
御
薄
、
初
て
右
の
趣
御
閲
被
成
候
。

一
、
家
康
公
、
瑞
能
公
御
不
快
の
事

慶
長
凶
年
八
月
於
大
坂
.
内
府
家
康
公
使
者
を
以
て
我
等
数
年
闘
許

へ
不
参
候
。
仕
置
等
無
心
元
候
間
罷
下
り
、
来
春
罷
上
り
、
貴
方
と

致
交
代
度
候
。
但
賞
方
先
づ
御
下
向
候

τ来
春
御
登
候
て
、
拙
者
可

罷
下
哉
と
被
仰
越
候
慮
、
瑞
龍
公
設
承
知
候
。
左
候
は
ピ
我
等
事
は

園
許
近
く
候
問
、
先
づ
罷
下
.
来
春
追
付
可
罷
上
候
と
被
仰
治
候
慮
、

共
段
御
勝
手
次
第
と
の
趣
に
て
、
俄
に
八
月
二
十
八
日
大
坂
御
護
駕

御
蹄
園
也
。
金
揮
に
十
日
許
御
逗
留
富
山
へ
御
越
1

御
鷹
胤
刊
に
て
御
遊

山
也
o
b
舎
に
成
り
家
康
公
よ
り
御
使
者
来
り
、
綾
々
可
錆
御
休
息
と

存
候
。
上
方
無
事
の
旨
也
。
同
じ
時
備
前
中
納
言
秀
家
よ
り
使
者
、
是

も
同
じ
趣
也
。
使
者
共
罷
蹄
り
近
江
路
へ
可
参
か
と
存
候
時
分
に
、

可
観
小
寵
巻
十
七

三
三

O

も
人
多
く
召
連
れ
、
共
上
発
情
し
た
る
体
に
て
答
む
る
を
待
也
。
就

共
如
何
可
仕
綾
と
鋭
け
れ
ば
、
八
右
衛
門
父
子
の
情
に
て
は
道
理
也
。

必
不
可
構
と
被
仰
出
、
共
分
に
て
何
時
も
還
り
け
る
也
。

一
、
宮
岡
越
後
守
の
武
者
振

大
坂
各
陣
に
或
夜
披
中
よ
り
つ
る
ペ
銭
勉
打
出
す
。
移
敷
事
百
千
の

雷
の
如
し
。
夜
軍
と
心
得
惣
軍
大
に
腺
ぐ
。
宮
岡
越
後
御
先
手
の
内

た
る
が
、
手
燭
陀
火
を
燈
し
馬
に
乗
り
、
片
錨
に
て
衆
過
し
下
知
の

休
茜
見
事
也
と
。

一
、
土
屋
左
馬
助
父
の
仇
を
討
つ

願
櫨
と
い
ふ
相
撲
の
名
人
、
三
十
三
番
績
け
て
勝
た
る
故
に
異
名
を

得
。
黄
門
秀
康
の
相
撲
の
者
に
勝
た
り
と
て
腹
立
被
成
、
あ
れ
切
れ

と
被
仰
候
。
土
屋
左
馬
助
刀
を
抜
て
切
ら
ん
と
す
。
照
雄
遁
て
共
先

に
高
時
計
の
有
を
飛
超
る
を
迫
懸
け
.
け
さ
懸
に
切
た
り
。
願
砲
は
や
き

者
に
て
深
手
に
あ
ら
宇
、
右
の
屑
よ
り
十
一
の
の
削
迄
焼
付
く
。
共
後

賀
州
へ
車
中
仕
し
戸
川
宗
安
と
い
ふ
是
也
。
七
十
有
徐
に
て
病
死
す
。

大
宮
有
人
也
。
右
の
左
馬
助
十
三
歳
の
時
、
家
庭
公
へ
児
小
姓
に
被
召

出
。
或
時
家
康
公
園
恭
を
御
見
物
被
成
候
。
此
恭
打
に
左
馬
助
父
の

仇
あ
り
。
能
き
時
節
と
哉
思
ひ
け
ん
。
脇
刺
を
抜
て
、
桑
名
に
て
の
事

ir--!; 

公
婦
負
郡
へ
御
放
鷹
の
底
へ
、
備
前
秀
家
よ
り
早
馬
の
雨
使
来
る
。
則

公
御
封
商
の
所
、
委
細
書
中
に
申
入
候
旨
に
て
欣
箱
御
披
見
、
御
機
嫌

悪
敷
早
々
御
蹄
城
、
共
自
に
御
返
書
有
之
。
共
夜
人
持
登
城
御
談
合
‘

葱
白
金
津
へ
被
成
御
座
、
金
滞
の
人
持
不
残
御
談
合
也
。
扱
内
府
は

伏
見
よ
り
大
坂
へ
御
越
、
芳
春
院
様
並
瑞
能
公
御
前
様
を
人
質
に
取
、

番
を
附
た
り
と
秀
自
然
よ
り
注
進
也
。
是
如
何
可
有
之
哉
と
の
御
事
也
。

人
持
の
内
縫
や
ら
ん
、
念
ぎ
御
上
京
候
て
内
府
公
と
有
無
の
御
一
段

可
然
と
一
式
。
共
外
は
御
人
質
御
拾
被
成
候
儀
は
不
可
成
と
の
趣
に
一

決
し
、
扱
横
山
大
謄
を
以
て
雌
一
時
刻
品
川
一
前
問
。
様
子
御
聞
可
被
成
と
て
被

差
述
。
小
松
に
て
難
過
と
申
候
底
.
種
々
断
を
一
式
て
通
り
し
所
に
、

越
前
舟
橋
に
て
は
道
に
柵
を
振
り
、
小
門
を
設
て
般
敷
番
人
あ
り
。
大

勝
逗
留
し
、
大
坂
へ
飛
脚
を
以
て
其
首
尾
を
申
譜
‘
上
方
よ
り
舟
橋
の

関
所
へ
指
闘
あ
り
て
遁
之
。
大
勝
於
大
阪
種
々
道
理
を
鑑
し
ぬ
れ
共
、

内
府
よ
り
色
々
難
題
を
御
申
掛
誇
不
立
。
大
勝
下
向
し
委
細
言
上
す
。

又
被
遣
。
以
上
三
度
に
て
事
務
は
鹿
長
五
年
容
也
。
畢
覚
太
夫
人
芳
春

院
様
震
人
質
江
戸
へ
御
引
取
、
御
供
に
村
井
盟
後
守
罷
越
候
。
夫
人

織
田
氏
は
加
賀
へ
御
下
向
也
。
此
出
入
の
最
中
に
金
滞
城
郭
の
惣
掘

を
掘
た
り
。
又
極
村
三
郎
四
郎
、
此
時
分
は
御
園
を
立
退
て
京
都
民
居
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